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1 実施報告書の構成イメージ 

 
毎年度、事業の実施期間終了後に代表者が実施報告書を作成し、所属機関を通じて振興会に

提出し、委託契約の実施内容の報告を行います。実施報告書はそれぞれ３種類の様式から構成

されます。 
 
 
＜最終年度ではない共同研究＞ ※ 2 実施報告書の作成 参照 

 

 

 

 
 
 
 
＜最終年度の共同研究＞  ※ 3 最終年度実施報告書・セミナー実施報告書の作成 参照 

 

 
 

 
 
 
＜セミナー＞ ※ 3 最終年度実施報告書・セミナー実施報告書の作成 参照 

 
 
 
 
 
     

 

最終年度報告書 

実施報告書(様式３) 参加者リスト(様式Ｂ) 支出報告書(様式７) 

共同研究報告書(様式４) 参加者リスト(様式Ｂ) 支出報告書(様式７) 

実施報告書 

セミナー実施報告書 

セミナー報告書(様式５) 参加者リスト(様式Ｂ) 支出報告書(様式７) 
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2 実施報告書の作成 

  最終年度ではない二国間交流事業（共同研究）の実施報告書です。 

2.1 実施計画・実施報告一覧画面 

申請者向けメニューから「実施計画・実施報告（二国間交流事業（共同研究・セミナー）、

国際共同研究事業）」を選択すると、採用された課題の一覧が表示されるので、該当する課題

の「状況」列の[課題状況の確認]ボタンをクリックします。 

 

2.2 課題管理画面 

「課題管理」画面を表示します。 

実施報告書の入力は、参加者リスト（様式Ｂ）、支出報告書（様式７）、実施報告書（様式

３）の順で[入力]ボタンが表示されます。初めは、参加者リスト（様式Ｂ）のみ入力が可能

です。参加者リスト（様式Ｂ）入力・保存後、支出報告書（様式７）の入力が可能となり、

入力・保存後、実施報告書（様式３）の入力が可能となります。 

 
  

20XX 年 X 月 X 日～20XX 年 X 月 X 日 20XX 

20XX 年 X 月 X 日) 

20XX 年度 
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2.3 参加者リスト（様式Ｂ）画面 

課題管理画面で参加者リスト（様式Ｂ）の[入力]ボタンをクリックすると、実施計画書に記

載した参加者リストが表示されます。 
日本側代表者の氏名・所属機関は修正できません。また、実施計画書作成時に削除又は取消

にチェックした参加者の修正は行えません。日本側又は相手国側参加者の変更（追加又は削

除）が発生した場合は、本画面にて参加者の追加、削除を行ってください。 
 

 
 

参加を「取消」した者は参加者
数にカウントされません。 

（参加者数は、「次に進む」か
「一時保存」を押し様式を保存

すると更新されます。） 

20XX  

 

年度途中で部局、職名が変更と
なった場合はこちらから更新し

て下さい。 

全ての参加者について「受講
済み」のチェックがないと提

出できません。 

途中で不参加となった者について
は、終了日を記入下さい。 

実施計画書作成時には参加予定
だったが、全く参加しなかった
者については「取消」にチェッ

クしてください。 
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相手国側代表者の変更がある場合は
振興会にお知らせください。 
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2.4 支出報告書（様式７）画面 

参加者リスト（様式Ｂ）を作成すると、課題管理画面に、支出報告書（様式７）の [入力]

ボタンが表示され、入力が可能となります。 

 
  

       
・共同研究の場合、旅費（外国旅費と国内旅費の合計）以外の金額を受入額合計の 

50％以下にする必要があります。 

・金額にはカンマ（,）の入力ができません。 

 
 
 
 

費目ごとの差引額が、受入額合計の 50%以上の
場合は、その理由と費目の内訳を変更しても 

計画の遂行に支障がないと考えた理由を 
実施報告書（様式 3）の 

「2025 年度実施状況」に記載してください。 

20X X  

 

様式 B に入力した内

容が反映されます。 
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2.5 実施報告書（様式３）画面 

支出報告書（様式７）を作成すると、課題管理画面に、実施報告書（様式３）の [入力]ボ

タンが表示され、入力が可能となります。 

 
 
 

様式 B に入力した内

容が反映されます。 

20XX 

 

400 文字以上記載してください。 

（西暦）20XX 年 X 月 X 日～20XX 年 X 月 X 日（X 年 X ヶ月間） 

20XX   
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【派遣・受入実績】 
当該年度に派遣した日本側参加者、受入れた相手側参加者を入力します。 
参加者が該当年度の参加者リストに記載されていない場合、入力することができません。 
 

 
 

  

本委託費で旅費等を支出
した派遣実績のみ記載 

してください。 

本委託費で滞在費等を支出
していない受入実績も記載

してください。 

「渡航の成果」欄には、渡
航の必要性（国際研究集会
の場合はその位置づけ）と
渡航により得られた成果を

記入してください。 

実施計画書に記載のない相
手国以外への出張は記載で
きません。 
（実施計画書変更申請が承
認された場合を除く。） 

実施計画書に記載した渡航計画
を変更した場合は、「計画書か
ら変更した理由等」欄に以下の
内容を記載してください。 
○変更となった要因 
○実施計画への影響 

令和 7 年度中の
出張期間を記載
してください。 

本委託費で滞在費等を支出
した場合はチェックを入れ

てください。 
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【研究発表】 

雑誌論文、学会発表、図書は、直接入力するほか、一括取り込みファイル（CSV）を利用

して一括登録することもできます（取り込み方法は次ページ後段を参照ください）。 

 

    （１）雑誌論文 

 
 
（２）学会発表 

 
  

国及び地域名コード表
を確認できます。 
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（３）図書 

 

 

 
 

 
 

＜学会発表一括取り込みファイル（CSVフォーマット）＞ 

CSV ファイルフォ

ーマット 

発表者名［320桁］, 発表標題［400桁］, 学会等名［200桁］, 発行

年（開始）［4桁］, 発行年（終了）［4桁］, 発表地［3桁］, 相手国

側参加者との共著［1桁］, ポスター発表［1桁］  

CSV ファイルサン

プル 

学振太郎,○○○の研究の発展的展開,応用○○学

会,2021,2022,FRA,1,1 

 

＜雑誌論文一括取込ファイル（CSVフォーマット） 

CSV ファイルフォ

ーマット 

DOI［200桁］, 著者名［320桁］, 論文標題［400桁］, 雑誌名［400

桁］, 巻［60桁］, 発行年［4桁］, 最初と最後の頁［30桁］, 査読

の有無［1桁］, 相手国側参加者との共著［1桁］ 

CSV ファイルサン

プル 

10.1002/LSICI0002-8231(199601)47:1<23:TDOMTT>2.0TX:2-2,○○ ○

○,○○○の研究,JOURNAL OF ○○○○○,1巻,2011,19～32,1,1 
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  ＜図書一括取り込みファイル（CSVフォーマット）＞ 

CSV ファイルフォ

ーマット 

ISBN［30桁］, 著者名［320桁］, 出版社［400桁］, 書名［400桁］, 

発行年［4 桁］, 総ページ数［100 桁］, 相手国側参加者との共著［1

桁］ 

CSV ファイルサン

プル 

978-0-0000-0000-0,○○  ○○ ,○○○○○出版 ,○○○の研

究,2015,100,1 

 
 

・一括取り込みファイル（CSV）の一行目の、データ項目名が記載されている行は削除して

から取り込んでください。 

・学会発表の発表地は国コード（3桁）をファイルに入力してください。 

※[一覧]ボタンをクリックすると国及び地域名のコードを確認する事ができます。 

・査読の有無が「有」の場合は「1」を取込テキストに入力してください。 

「有」でない場合は空欄で取込テキストに入力してください。 

・相手国側参加者との共著が「有」の場合は「1」を取込テキストに入力してください。 

「有」でない場合は空欄で取込テキストに入力してください。 

・招待講演が「有」の場合は「1」を取込テキストに入力してください。 

「有」でない場合は空欄で取込テキストに入力してください。 
 

 
【本事業による産業財産権の出願・取得状況】 

産業財産権の出願・取得状況を入力することが出来ます。 
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2.6 実施報告書提出確認画面 

課題管理画面で[確認完了・提出]ボタンをクリックすると、実施報告書提出確認画面が表示

されます。 

初めは[ＯＫ]ボタンがクリックできないように制御されていますが、 [実施報告書の確認]ボ

タンをクリックして作成した実施報告書の内容を確認することにより、クリックできるように

なります。 

実施報告書の内容に不備がない場合は[ＯＫ]ボタンをクリックして実施報告書の提出を完了

してください。実施報告書の内容を修正する場合は[キャンセル]ボタンをクリックして課題管

理画面から修正を行ってください。 

 
 

2.7 実施報告書提出完了画面 

提出処理が正常に完了した場合に当画面が表示されます。処理状況が「所属機関受付中」とな

り、様式の修正ができなくなります。修正が必要な場合は所属機関担当者に、提出した実施報告

書を却下するよう連絡してください。 

[ＯＫ]ボタンをクリックすると、課題管理画面が表示されます。 

 

  ＜課題管理画面＞ 

   
 

    提出完了すると表示が「所属機関受付中」に切替わり実施報告書の修正ができなくなります。  

20XX 年 X 月 X 日) 20XX 年 X 月 X 日) 2025 年度) 
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2.8 実施報告書受理完了画面 

振興会の受理が完了すると、課題管理画面の処理状況に「学振受理」と表示され、所属機

関に提出した日が表示されます。 
＜課題管理画面＞ 

 
 

2.9 実施報告書却下理由確認画面 

所属機関担当者から実施報告書の却下を受けた場合は、システムを通じて、却下した旨の

メールが届き、課題管理画面に「所属機関却下」のリンクが表示されます。 
却下理由を確認する場合は、リンクをクリックすると実施報告却下理由確認画面が表示さ

れます。 
＜課題管理画面＞ 

 

 

＜実施報告却下理由確認画面＞ 

 

 
 
  

20XX 年 X 月 X 日) 20XX 年 X 月 X 日) 20XX 年度 

20XX 年度) 20XX 年 X 月 X 日) 

20XX 年度二国間交流事業 オープンパートナーシップ 

20XX 
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3 最終年度報告書、セミナー実施報告書の作成 

最終年度の共同研究および、セミナーの実施報告書を作成します。 
 

3.1 実施計画・実施報告一覧画面 

申請者向けメニューから「実施計画・実施報告（二国間交流事業（共同研究・セミナー）、

国際共同研究事業）」を選択すると、採用された課題の一覧が表示されるので、該当する課題

の「状況」列の[課題状況の確認]ボタンをクリックします。 

 
 

 

3.2 参加者リスト（様式Ｂ）画面 

課題管理画面で、参加者リスト（様式Ｂ）の[入力]ボタンをクリックすると実施計画書作成

時に登録した参加者リストが表示されます。実施計画書作成時に削除又は取消にチェックし

た参加者の修正は行えません。 

日本側又は相手国側の参加者が追加又は削除が発生した場合は、本様式に参加者の追加、

削除を行ってください。 

 
＜二国間交流事業（共同研究）＞ 
「2.3 参加者リスト（様式Ｂ）画面」 をご参照ください。 

 
＜二国間交流事業（セミナー）＞ 

2025 

2025 

2025 
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実施計画書作成時には参加予定
であったが参加しなかった者に
ついては「取消」にチェックし

てください。 

☆セミナーについて 
二国間交流事業セミナーの課
題は「経費を支出した」相手国
参加者の職名冒頭に「*」をつけ
てください。 
例：*researcher 

☆セミナーについて 
二国間交流事業セミナーの課
題は「経費を支出した」日本側
参加者の職名冒頭に「★」をつ
けてください。 
例：★研究員 
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3.3 支出報告書（様式７）画面 

「2.4 支出報告書（様式７）画面」 をご参照ください。 

 

3.5 共同研究報告書（様式４）、セミナー報告書（様式５）画面 

支出報告書（様式７）作成画面で[次へ進む]ボタンをクリックした後、様式確認画面で[課

題管理に戻る]ボタンをクリックして課題管理画面に戻ると、二国間交流事業（共同研究）の

場合は共同研究報告書（様式４）、二国間交流事業（セミナー）の場合はセミナー報告書（様

式５）に[入力]ボタンが表示されます。 
 
＜二国間交流事業（共同研究）＞ 共同研究報告書（様式４） 

 

様式 B、７の内容が

反映されます。 

400 文字以上記載してください。 

20XX 年度 

（西暦）20XX 年 X 月 X 日～20XX 年 X 月 X 日（X 年 X ヶ月間） 

20XX 年度執行経費 

20XX 年度執行経費 
20XX 年度執行経費 
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【派遣・受入実績】 
最終年度に訪問した日本側参加者、受入れた相手側参加者を入力します。 
参加者が参加者リスト（様式 B）に記載されていない場合、入力することができません。 

 
 

本委託費で旅費等を支出
した派遣実績のみ記載 

してください。 

本委託費で滞在費等を支出
していない受入実績も記載

してください。 

実施計画書に記載した渡航計画
を変更した場合は、「計画書か
ら変更した理由等」欄に以下の
内容を記載してください。 
○変更となった要因 
○実施計画への影響 

実施計画書に記載のない 
相手国以外への出張は記載で

きません。 
（実施計画書変更申請が承認

された場合を除く。） 

「渡航の成果」欄には、渡
航の必要性（国際研究集会
の場合はその位置づけ）と
渡航により得られた成果を

記入してください。 

令和 7 年度中の
出張期間を記載
してください。 

本委託費で滞在費等を支出
した場合はチェックを入れ

てください。 



 

 
17 

※【研究発表】【本事業による産業財産権の出願・取得状況】については、「2.5 実施報告

書（様式３）」を参照してください。 
 
 

研究の概要・成果等ファイル選択 

   振興会が指定する「研究の概要・成果等ファイル」を Word 又は PDFファイルで作成し、[フ

ァイルの選択]ボタンから当該ファイルを選択し、[次へ進む]ボタンをクリックすると、ファ

イルをアップロードすることができます。アップロードすると、共同研究報告書（様式４）

と結合した１つのＰＤＦが作成されます。 
 

 研究の概要・成果等ファイルは３ページ以下としてください。 
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＜二国間交流事業（セミナー）＞ セミナー報告書（様式５） 
参加者リスト（様式Ｂ）、支出報告書（様式７）に記入した内容が反映されています。 

修正が必要な場合は、それぞれの様式を修正してください。 

 
【セミナーの概要・成果等ファイル選択】 

振興会が指定する「セミナーの概要・成果等ファイル」を作成し、[ファイルの選択]ボタン

から当該ファイルを選択し、[次へ進む]ボタンをクリックすると、ファイルをアップロード

することができます。 

アップロードすると、セミナー報告書（様式５）と結合した１つのＰＤＦが作成されます。 
 

 セミナーの概要・成果等ファイルは３ページ以下としてください。 
 

 
 

（西暦）20XX 年 X 月 X 日～20XX 年 X 月 X 日（0 年 X ヶ月間） 
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3.4 最終年度報告書提出確認画面 

課題管理画面で[確認完了・提出]ボタンをクリックすると、最終年度報告書提出確認画面

が表示されます。 

初めは[ＯＫ]ボタンがクリックできないように制御されていますが、 [最終年度報告書の

確認]ボタンをクリックして作成した最終年度報告書の内容を確認することにより、クリック

できるようになります。 

最終年度報告書の内容に不備がない場合は[ＯＫ]ボタンをクリックして最終年度報告書の

提出を完了してください。最終年度報告書の内容を修正する場合は[キャンセル]ボタンをク

リックして課題管理画面から修正を行ってください。 

 
 

3.5 最終年度報告書提出完了画面 

提出処理が正常に完了した場合に「最終年度報告書提出完了」画面が表示されます。処理状

況が「所属機関受付中」となり、様式の修正ができなくなります。修正が必要な場合は所属機

関担当者に、提出した実施報告書を却下するよう連絡してください。 

[ＯＫ]ボタンをクリックすると、課題管理画面が表示されます。 

 

   ＜実施報告書受理完了画面＞ 

 

   ＜課題管理画面＞ 
 
 
 
 

  

 

20XX 年 X 月 X 日） 20XX 年 X 月 X 日） 20XX 年度 
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3.6 最終年度実施報告書受理完了画面 

振興会の受理が完了すると、課題管理画面の処理状況に「学振受理」と表示され、所属機

関に提出した日が表示されます。 
 

＜課題管理画面＞ 

  

3.7 実施報告書却下理由確認画面 

所属機関担当者から実施報告書が却下された場合は、システムを通じて、却下した旨のメ

ールが届き、課題管理画面に「所属機関却下」のリンクが表示されます。 
却下理由を確認する場合は、リンクをクリックすると実施報告却下理由確認画面が表示さ

れます。却下理由を参照し、該当する様式の修正を開始すると、リンクは「代表者提出前」に

変わります。修正後、再度実施報告書の提出を行ってください。 
 

    ＜課題管理画面＞ 

 
＜実施報告却下理由確認画面＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20XX 年度 
20XX 年 X 月 X 日） 20XX 年 X 月 X 日） 

20XX 年 X 月 X 日） 20XX 年度 

20XX 年度 

20XX 
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3.8 アンケートとプログラムの提出画面 

最終年度は、二国間交流事業（共同研究）の場合は「最終年度報告書」、二国間交流事業（セ

ミナー）の場合は「セミナー報告書」の欄に[入力]ボタンが表示されます。 

参加者リスト（様式Ｂ）、支出報告書（様式７）、共同研究報告書（様式４）又はセミナー報

告書（様式５）の順で入力を行います。 
また、アンケート（様式６）、二国間交流事業（セミナー）の場合はセミナーのプログラム

についても、登録ボタンが表示されます。 

次年度以降の事業の参考とさせていただきますので、ご提出をどうぞよろしくお願いいた

します。 
＜二国間交流事業（共同研究）＞ 
＜課題管理画面＞ 

 
  

最終年度のアンケートのアッ
プロード先です。忘れずにご

回答ください。 

20XX 2025 年 X 月 X 日～2025 年 X 月 X 日 

20XX 年 X 月 X 日） 2025 年度) 

20XX 年度 
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＜二国間交流事業（セミナー）＞ 

 
 

 
＜アンケートファイルアップロード＞ 

課題管理画面の[アンケート登録]ボタンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

「令和７(2025)年度契約課題 事務取扱の手引／様式」より、アンケート（様式６）のフ

ァイルのフォーマットをダウンロードし、記入した Excel ファイルをアップロードして

ください。 

 
 

アンケートファイルのフォーマットのリンクをクリックすると以下の画面が表示されます。 

最終年度のアンケートとプログ
ラムのアップロード先です。忘

れずにご回答ください。 

20XX 20XX 年 X 月 X 日～20XX 年 X 月 X 日 

20XX 年 X 月 XX 日） 

20XX 年度 

2025 年度) 
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様式の 6 番をダウンロードのうえ、内容を記載いただき、回答画面から提出してください。 
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＜（二国間交流事業（セミナー）のみ）プログラムファイルアップロード画面＞ 

課題管理画面の[プログラム登録]ボタンをクリックすると以下の画面が表示されます。 

「指定されたフォーマットで作成したアップロードファイル」は PDF 形式でのアップロ

ードを指定するもので、プログラムの指定様式はありません。任意の PDF ファイル（３

ページ以下）をアップロードしてください。 
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4 転出後の支出報告書の作成 

実施計画書を振興会が受理した後、実施報告書作成前までに研究代表者が他機関に転出した場

合、転出元機関で支出報告を作成する必要があります。 

 

4.1 実施計画・実施報告一覧画面 

転出先所属機関が転出承認を完了すると「申請者向けメニュー」の「実施計画・実施報告

一覧」の該当する課題の「状況」列に[課題状況の確認]ボタンが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転出先機関で転出承認中の場合は「所属機関処理中」と表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転出元機関の場合は状況欄に「転出元機関」と表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20XX 

20XX 

20XX 

20XX 

20XX 

20XX 
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4.2 課題管理画面 

「課題状況の確認」ボタンをクリックすると「課題管理」画面が表示されます。転出元機関

と調整の上、転出後（実施期間終了後）１か月以内に支出報告書を作成・提出してください。 
※支出報告書作成内容は「2.4 支出報告書画面」を参照してください。 

 
 
 

20XX 20XX 年 X 月 X 日～XXXX 年 X 月 X 日 

20XX 年 X 月 X 日） 

20XX 年度 
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